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てて言及する必要がないと考えたからJ(D. Clawson， Bu問 aucracyand the Labor Process-































第67号， 1980年，同『現代資木主義論争」青木書居， 1981年所収， 203ヘ ジ〕からである.
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(備考) H. Reichelt， a.a υ ， ~.1出の衰を， J. Lilienthal， Fabriko南町isation，Fahrikbuchf弘
der Firma Ludw. Loewe & Co. A ι， Berlin， Ber1in 1910 cぢ叙述をもとに分類。
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第z表 レーヴヱ社における職種目l賃金格差 (1902年〕
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研究も古めて体系的な研究が行われていくのである。 Vgl.C I¥1atschoss u. G. Schlesinger， 
Lud~叩 Loewe& Co.Actiengesellschaft Berlin 1869-1929，Ber]in 1930 (以下 60Jahre 
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叩 etlwdenin der B町-linerMaschinenindusf'rie， Ber1in 1906， S.66， また，今野畳「ドイツ
工業における近代出来高制的成立についてJ，武蔵大学論集』第16巻， 4， 5.6号.1969年幸四































科学研究がそれにとって代わったw ここでも親方統潟制から解放されたJCebend匂.S. 91) 


















最も高度な知識や妓術を要求される機械組立工 Maschinenbauerは 4年， 旋
盤工や仕』二工，平削工は3年である。各見習工は，一方で，午前7時から 8時
lη 『資本論』第1巻. 633-635ペー ジ参照。 ドイツの職業教育史に関しては，高木健次郎『教育
改羊と市民社会』成文堂， 1972年 lHiベー ジ以下参照l.
18) Vg1. L. Brake， Werkzeugrnaschine und Arbeitszerlegung-Eine Versuch zur Eト
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はれるJ (奥村正二『工作機械発達史』科学主義土業社， 1941年， 77ベ ジλ





















として，ベノレ P'/とフラングフノレト・アム・ 7 インの12の機械製造工場を調査





摘しているのを整理すると以下の 3 点になるυ すなわち，第 11~職長の事務労
働の多さである。第2に個別i部品の原価の不明瞭性であり，これには機械の価
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工場の記帳単位は1907年の時点において I 機械製造部， IT 特殊機械製
造部， m 工具製造部， N 特殊工具製造部， v 規格部品製造部， VI 調整
室， vr 鍛造部， vm木型製造部，lX鋳造部， X 施設部の10の部門から構
成されている叩。全体はひとつの体系に従いつつ，各部門はそれぞれの事情に
2勺 M.Chr. Elsner，“Die Rerer}ml1ng dρ~r Lohnl町1stenin'der Fabrik von Ludw. Loewe 
& Co. ~A.-G.. in Berlin"， Z，白tsch口β 改ゴ Vereinesdeutscher lngenieure (z. V. d.工〉
Bd. 48， 1004， S.54 f また，別の文献によると，旧来の原価計算方法は， ，職長の記t，，，，彼の
メモ帳， それに経営控師によるいくつかの記録」に基づいて行われていたと言われている (H.
Meidlein， Der Akkordlohn in der grQ山 ndustriellenIVIaschinenindust口'e，Di出 Ed四 geIl，
S.14) 
24) ]. Lilienthal， a仏 0.，5.157
25) Schlesiesingers V町 wortin ebenda 
26) Ebeda， S.1 f各部門のこのような空間的分離は，明確な組鯵措成や秩序維持にとって，また
世嗣者の頂点に立つ捗品習の作業領域自分離土彼の責任の明確化にと勺て. さらには， 全面的に
信頼できる怪自簿記にとってもっとも重要な要件であるJ(W. Waldschmidt，“Leitende Ideen 
beim Bau der Fabriken， amerikanische Arb叫 slliethodenund Arbe出 reinriehtungO"n"， 
Blatter j如 vergleichendeReichs叫"向schaf之助1dVolkswu白chaftslehre，1907， S. 14 
f.) 












表 Teilliste と呼ばれる一覧表が作成され，原紙は乙こに保管されるが 3枚
の複写がそれぞれ計算室，倉庫，職長に送られる。部品表には各部品の製造番
号や設計番号，名称，形状旦ケッチ，材料が記入され，裏面には名用途に応じ
























































28) Ebenda. S. 61 f 
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114 (114) 第 130巻第1.2号
以上の3費用は，同一製品ごとに第3図の例に見られる原価一覧表に集計さ
れる。この例では， 50台のフライス研削盤の原価総額が集計された後，これを





















































のためには，テ ラ-F， W. Taylorにより開発された作莱時間研究が必要 E
ある。レーヴェ社におけるこの時の課題は，乙の時間研究と標準原価計算の導
::1~) 60 Jahre Loetιe， 5.129 f 
33) 宮上前掲書I 130-131ページ， ならびに，小林靖雄『原価管理論』森山書信， 1954年，第4章
参照。
116 (116) 捕 130巻揖1・2号
入であフたと考えられる。標準原価については明らかではないが，時間研究に





て知られたドイツ作業研究連盟 Reichsausschussfur Arheitsstudie (REFA) 













理解本できないと言えよう。ヴェーゲ νー ベンは， rレーヴェ社では，テーラーの薯作が知られ
る以前にすでに，テ ラーの言うような組織化が進んでいたJ(Wegeleb田 ，aιυ. 5.146)と
述べ，テーラーの主張する，旧来の万能職長引 8人の機能峨長への分割，と類似のことがνー
ヴェ社でも独自に行われていたことを指摘している (Ebenda，S. 151 f.) 
なお，第1比大臨前ドfツにおけるテーヲーシステムの導入に関する研究止して， H. 
Homburg，“Anfang des Taylor systems in Deutschland vor dem Ersten Weltkrieg-Eine 
Problemskizze unter besonderer Berucksicht耶 n出 del-A】rbeitskampfcbci Bosch 1913"， 
Geschichte und Gesellschaft，4 Jg.1978，またテーラーシステムを含めドイツ工業における管
理制度の史的変化を扱ったものとして.]. Kocka，“Industrielles Management: Konzeptionen 
und Model1e in Deutschland vor 1914"， Vie吋eljahressd円ift.!市rWirtschafts削 d
Sozialgeschichte， Bd. 56， 1969を参照。



























Labor and M町wtolyCapital-The Degradation of Wu品川 theT弘 entiethC.同向ry，
New York 1974 (宮沢賢治訳「曽働と独占資本』岩波書后， 1978年〉参照。
36) Werkstattstechnik， 4 Jg.191O， S.546 



























38) 一寸木控昭『工作機械業界』教育社新書， 1978年， 143-154ペー ジ参照，
レーグェ社における工場管理 く119) 119 
物質的条件を提供したのであった。
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(1982. 3. 25) 
〈附記〕
本稿は， 1981年度土地制度史学会秋季学術大会での自由論題報告に加筆した
ものである。また，本稿脱稿後， ドイツ原価計算の発展に関して G.Dorn， 
Die Entwicklung der industr白llenKosetnrer:hnung in Deutschland. Berlin 
1961 (久保田青二郎監修，平林喜博訳『ドイツ原価計算の発展』同文館， 1967 
年〕という優れた著作があるのを知った。ここにはリリェγターノレの著作の歴
史的意義が明瞭に示されていることを付言しておきたい。
